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１．はじめに（「感動体験」と「地方創生」）

2019年5月より臼杵市地域おこし協力隊としての活動に携わらせていただき、10ヵ月が経過しました。

「文化芸術を通じた地域おこし」という使命を受け、初年度の取り組みの中で目指した成果は、

「感動体験」を通じて

コミュニティの質を高めること
です。臼杵はもとより、今の日本は感動する機会を失いつつあるように思います。ソーシャルネットワークの普及によってコミュニティの

あり方は暴力的に簡素化され、そこに繋がりはあっても混濁入り混じる膨大な情報環境のもとではほとんどの感動に値段がつけられ、

本当の感動を体験することは至難の業。携帯ゲームの世界には想像を超えるクリエイティブに心動かされることもありますが、その感動

は携帯画面の外、すなわち私たちが生きる社会にはいつまでも出てきてくれません。でも、本当は誰も、心のどこかで「感動」を、そして

それを直接実感できる人間味溢れるコミュニティを、求めているのではないでしょうか。

今日の「コミュニティ」は、自己防衛と既得権益の集合体と言わざるを得ないくらい、非常にとっつきにくいものに見えます。そして仮に誰

かが誰かとの関わりを求めていたとしても、彼らの行く先であり逃げ場はどこにもなく、結果、「無関心」「無気力」「無責任」に、部屋の中、

携帯画面の中、自分の世界にひきこもるしかなくなってしまっているのではないでしょうか。

だからこそ、感動がそこにあればきっと、実はとっても単純なこと、誰かを愛する心であり、生きる勇気であり、助け合う優しさであり、夢

に向かう情熱を思い出し、人々は手を取り合って目の前にある困難と向き合い、それらを克服するために行動することができるのではな

いでしょうか。そしてそれが、「質の高いコミュニティ」なのでは、と信じています。

ただ、もちろん理想を掲げるのは簡単ですが、これを実行に移すためには、具体的な施策が大前提になります。

ということで、次項より具体的な取り組みをご報告させていただきます。
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２． 「RADIO311～2019 部屋で見つけた希望～」興行

協力隊として取り組んだひとつめの「感動体験」は、2018年に臼杵市民会館にて好評をいただいた「RADIO311」の再演でした。2018年の

初演では、海岸で主人公岬の心に起きる不思議な出来事を描いていましたが、本作では岬がひきこもる部屋でストーリーを展開、近年

益々問題化している家族間、友達同士の愛情の希薄化をより浮き彫りにしたかたちで上演。隣町の津久見市から「樫の実少年少女合

唱団」を招聘し、カーテンコールに参加していただき、感動のフィナーレで幕を閉じることができました。
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３． 「SORIN THE INNOCENT LORD」興行

協力隊として取り組んだふたつめの「感動体験」は、臼杵に深い縁のある大友宗麟を主人公にした舞台「SORIN THE INNOCENT 

LORD」の興行です。企画、脚本、演出、主演のすべてを担い、殊脚本に関しては、資料に残る史実を単に辿るのではなく、現代への希

望に繋がるメッセージを積極的に探り、推測し、描き上げました。ここで、本編の重要なメッセージを担う立花道雪が宗麟に遺した言葉、

そして死を目前にした宗麟の最期のモノローグを、改めてご紹介させていただきます。

■立花道雪が宗麟に遺した言葉（本編より抜粋）：「いくら国を守るためとはいえ、人を斬るのは気持ちの良いもの

ではない。同じく国を守るという大儀を背負ってわしに斬られた何千の魂が、わしを奈落へと引っ張っておる。その

重みに耐えきれなくなった……耳川で討死した者たちを追っていればよほど武士らしく死ねたのだが……お主が

夢見る戦なき国なるものを、どうしてもこの目で見てみたかったんじゃ……耳川の時より筑前に攻め来る島津はこ

とごとく叩き斬ったが、やはりわしもただの人、雷神とはいかぬ。わしごとき一介の武士には、世は動かせん……

これでしまいじゃ。だが、お主は違う。命あるうちに、その大儀、成就するんじゃ。それがムジカ国でもキリスト国で

も神の国でも、何でもよい。戦なき国を、お主が、つくるんじゃ。世は戦国と人は申すが、わしは実のところ、人と人

が殺し合うのは世のせいではないと思っておった……人の、性なのだと。人がもともと殺し合うために生まれてく

るならば、いくら戦を否定しても、焼け石に水。だがお主はそこに真水を注ぎ続けた……」

■宗麟最期のモノローグ（本編より抜粋）：「わかったぞ、この胸の痛みの正体が……愛を知り、受け入れ、そして

それを失うさだめを知ったことへの痛みだったのだ……この痛みこそ、わしが生きた証……お主らは知っておった

のだな、愛を知らぬわしに、それが何なのかを教えてくれた……愛とは、痛みだ……！わしはこれで満足して死ん

でいくのか……いや、痛みをおしてでもこの世でやるべきことがある……もう神も仏もいらぬ、教えが世界をひとつ

にすることなど、この先も起こり得ぬのだ、それをわしは今ようやく知った。わしにはこの生涯で出逢うてきた者たち

の想いだけ、それだけで十分じゃ。わしはお主らと、この世とあの世を渡ろう。わしが生きながらにして神となり、時

を動かし、戦なき国をつくってみせる、後世に続く、戦のない、愛に溢れた国じゃ、ムジカ国をつくってみせる！」

本作における大友宗麟が、愛の宣教師のような存在ではなく、まさに「愛そのもの」を象徴しているということは、上記の言葉からもご理

解いただけるのではないかと思います。彼は死を目前にして、彼自身が無意識のうちに内包していた愛を、生涯に亘って彼を支えてき

た家臣や妻たちという鏡を通じて遂に知る、という物語です。RADIO311に続き、多くの臼杵市民に感動を与えられたはずと感じています。

今後も、本作の全国展開を通じて、臼杵＝歴史が息づく文化芸術のまち、

といった認知を継続的に獲得していきたいと考えています。
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そして現在、協力隊として取り組んでいる三つ目の「感動体験」が、日蘭交流420周年・三浦按針没後400年記念舞台公演「ANJIN A 

NAVIGATOR OF FRIENDSHIP」です。コロナウィルス流行の影響で、三浦按針の命日である5月16日を皮切りとした公演は残念ながら延

期となってしまっておりますが、臼杵のみながず、現在日本中、ひいては世界中で「不要不急」の象徴としてみなされ、後回しにされてし

まっている文化芸術の復権・復興のために、そして何より今後益々混迷していくであろう世界のために、最高の作品、最高のパフォーマ

ンスをつくりあげ、臼杵から、世界中に、人間が本来備えている「優しさと強さ」を届けたい、と願っています。

４． 「ANJIN A NAVIGATOR OF FRIENDSHIP」興行
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６．おわりに（本プロジェクトの理念）

協力隊として活動を始めてから10ヵ月が経過しました。

世界中が厳しい環境ではありますが、「ANJIN」の開催を何とか実現し、

これをひとつの契機として、臼杵市に質の高さを世界中に誇れる演劇

団体「劇団ムジカ」を立ち上げたいと考えています。

2年目も、3年目も、そして5年後も、10年後も、ここ臼杵の地を人生の拠

点として、日本に、ひいては世界に、芸術文化を通じて、愛と感動をもう

いちど思い出してもらえるように、アーティストとして、クリエーターとし

て、そして人間として、生涯をかけて取り組んで行こうと思います。

芸術で世界は変えられる。ムジカコンセプト。

次年度も引き続きご指導ご支援の程宜しくお願い致します。


